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加工食品の「特色のある原材料の表示」について 

 
食育消費流通課 

 
加工食品に表示されている「○○使用」等の表示は、消費者にとって関心の高い事項で

あるため、消費者庁は「食品表示基準Ｑ＆Ａ」の中で、表示の留意点を「特色のある原材

料の表示」として紹介しています。 

なお、「特色のある原材料」とは、特色のあることを示す用語を冠する等により、一般的

名称で表示される原材料に対し差別化が図られたものであり、同種の原材料に占める割合

が 100％でない場合に「○○使用」、「○○入り」のように「使用した旨」を表示すること

が、消費者に優良誤認を与えると考えられるものを指します。 

 

１ 表示の具体例 

具体的には、以下の表示等が該当します。 

① 製品表面などに「○○使用」、「○○入り」のように、特色のある原材料を強調して

表示する場合 

② 製品の名称が特色のある原材料を使用した旨を示すものである場合 

③ 「○○を使用し、・・・」のように説明書きなどで特色のある原材料を使用した旨を

表示する場合 

④ 一括表示部分の原材料名として「うるち米（○○）、・・・」のように表示する場合 

 

２ 「使用割合」の併記が必要です 

例えば、商品に「国産××使用」のように「特色のある原材料」の表示がされている

場合、消費者は「国産××」の使用割合が 100％であると認識すると考えられます。 

このような場合において、実際には「国産××」の使用割合が 10％であったとすると、

消費者を誤認させることになるため、「国産××10％使用」のように使用割合を併記する

ことが「食品表示基準」で定められています。 

 

３ 表示方法 

特色のある原材料の表示に関しては、以下のいずれかの使用割合を表示します（使用

割合が 100％である場合には、割合の表示を省略することができます。）。 

 

① 製品に占める割合 

② 特色のある原材料と同一の種類の原材料に占める割合（この場合、同一の種類の原
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材料に占める割合である旨を表示する必要があります。） 

 

例えば、米としてコシヒカリと日本晴を使用している「炊き込みご飯のレトルトパウ

チ」において、コシヒカリを使用していることを表示する場合の表示例は、以下のとお

りです。 

 

【方法１】強調表示部分において「米に占める割合」であることを明記 

（例１）「コシヒカリ 50％使用（米に占める割合）」 

（例２）「この商品に使用されている米のうちコシヒカリは 50％です」 

 

【方法２】一括表示部分の原材料名欄において割合表示 

（例） 「原材料名 うるち米（コシヒカリ 50％）、…」 

 

注） 特色のある原材料の割合の表示は、消費者が誤認しないという観点から強調した

箇所の全てに表示する必要があります。 

 

４ 留意事項 

特色のある原材料の表示では、以下の事例に御注意ください。 

 

Q. 黒糖を使用して製造した製品に、「沖縄県産さとうきび使用」のように表示すること

はできますか。 

 

A. 製造者が黒糖を購入して製品を製造しており、自らさとうきびを使用していない場

合、「沖縄県産さとうきび使用」等と強調して表示することは適切ではありません。 

このような場合、「使用している黒糖は、全て沖縄県産さとうきびから作られていま

す。」など、事実に即して表示することは可能です。 
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表１ 試験区の構成 

ジネンジョ用の全量基肥肥料を開発 

 
 農業総合試験場山間農業研究所 
１ 背景と目的 

ジネンジョはヤマノイモ科の作物で、

とろろ汁や山かけとして生食されてお

り、本県では中山間地域を中心に栽培さ

れています。ジネンジョの施肥は、種芋

定植時の基肥と生育後半の追肥が行わ

れてきましたが、生産者から追肥が不要

で省力的かつ安価な全量基肥肥料の開

発が要望されていました。山間農業研究

所では、平坦地から中山間地域に適応す

る低コストなジネンジョ用全量基肥肥

料の開発に愛知県経済農業協同組合連

合会と共同して取り組みました。 

２ 研究内容 

ジネンジョの養

分吸収特性が不明

でしたが、試作肥料

を開発するにあた

り、植物体や土壌中

に 含 ま れ る 窒 素

(N)、リン(P)、加里

(K)の量を経時的に調査することで解明し、2020 年度にジネンジョの養分吸収特性に応

じた全量基肥肥料を試作しました。2020 年から 2022 年まで試作肥料のジネンジョへの

適合性を確認するため、研究所内で試作肥料区、慣行肥料を用いた慣行区を設置し、新

生芋長、新生芋重を調査しました。また、2022 年度には標高の異なる地域の農家のほ場

で、試作肥料の現地適応性を確認しました(表１)。 

３ 試験結果 

試作肥料区の新生芋長、新生芋重は慣行区と同等で（表２）、試作肥料がジネンジョ

栽培に適することが確認できました。 

現地適応性

試験では、平

坦地及び中山

間地ともに試

作肥料は慣行

肥料の生育・

収量と同等の

評価となり、

試作肥料の平坦地から中山間地への適応性が確認できました。 

開発した肥料は、2023 年 1 月に商品名「自然薯ワンタッチ」として販売を開始しま

した。産地で使用が多い被覆燐硝安加里よりも価格が３割程度安くなり、現在、県内面

積の５割に普及しています。 

年度 ほ場 
標高 

(m) 

合計施肥量(N-P-K)(g/株) 慣行区 

の追肥 試作肥料区  慣行区 

2020 研究所内 505 6.8-1.6-9.3  6.8-5.3-6.3 なし 

2021 研究所内 505 6.8-1.6-9.3  6.8-5.3-6.3 なし 

2022 研究所内 505 6.8-1.6-9.3  6.8-5.3-6.3 なし 

2022 現地・平坦地 50 6.8-1.6-9.3  9.5-3.0-3.0 あり 

2022 現地・中山間地 510 6.8-1.6-9.3  18.0-5.8-7.9 なし 

年度 
標高

(m) 
収穫日 

新生芋重(g/本)  新生芋長(cm/本） 

試作肥料区 慣行区  試作肥料区 慣行区 

2020 505 11/26 521.4  511.2    131.6  130.6  

2021 505 11/16 456.4   428.0   130.7  130.3  

2022 505 12/5 403.1  385.9   109.4  112.9  

ジネンジョ 

(芋：左、とろろ：右) 

表２ 新生芋重と新生芋長(山間農業研究所 2020～2022 年度) 
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第４次みよし市食育推進計画が策定されました 

 
豊田加茂農林水産事務所  

 
 みよし市では 2009 年に食育推進計画を策定し、食育を推進する取組を行ってきま

した。このたび 2024 年３月に第４次計画（2024～2028 年度）が策定されました。 

 

１ 第４次計画の策定経過 

  計画策定に当たって、学識経験者を含めた関

係者で構成されるみよし市食育推進会議での検

討を 2023 年度に４回行いました。第３次計画の

目標達成度について検証を行うとともに、市民

に対し行った食に関するアンケート調査結果か

ら見えた課題をもとに、近年におけるライフス

タイルの多様化や新型コロナウイルス感染症の

影響による社会環境の変化等も考慮に入れ、第

４次計画策定に向けての検討を行いました。 

 

２ 内容のポイント 

  基本理念として「人づくり、健康づくり、環境づくり」の三本柱の実現を目指す

とし、市民一人一人が自ら食を見つめ直し、健康的な食習慣を培うと同時に、食を

通して自然の恩恵と食べ物に対する感謝の気持ちを養い、地域の行事や継承されて

きた食文化を理解することとされております。 

 また、健康的で心豊かに生きられる人を育て、安全で無駄のないサステナブルな

食の環境づくりや地産地消を進めるとともに、これらを実践するための行動指針を

定め、市民が生涯を通してより良い食生活を築けるようにすることとされておりま

す。 

 

３ 親しみやすい計画にするために 

 食育推進計画はインターネット上でも確認することができます。 

また、地元の農産物を使用した給食の紹介や、食に関するコラム、可愛いイラス

トを使った「みよし市農畜産物表示シール」の紹介など、市民が計画を意識して実

践できるようになっています。 

第４次みよし市食育推進計画の表紙 
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淡水魚産物加工品で業界をリードする 

～愛知県淡水養殖漁業協同組合の取組～ 

新城設楽農林水産事務所 
 

北設楽郡設楽町に拠点を持つ愛知県淡水養殖漁業協同組合（以下、愛知県淡水）は、あ

ゆ・あまご・にじます等の「甘くて味が濃く、香りが高い甘露煮」を製造・販売していま

す。2023 年度に生産量及び品質向上のために、新しい「焼き機」を導入し、生産工程を改

善しました。 

 

１ 愛知県淡水の取組 

愛知県淡水は 1971 年に設立され、以来約 50 年間、ます類・あまご、いわな等の活魚

販売や種卵の販売、各種加工品の製造販売等、淡水魚に関する様々な事業を展開し、現

在では業界のリーダー的存在となっています。 

  にじます・あまご・いわな等の「川魚の甘露煮」「川魚の一夜干し」「昆布巻き」「燻製」

の加工品を製造して、全国に販売しており、県内では道の駅・農産物販売所等で購入す

ることができます。 

  また、愛知県水産試験場にて作出さ

れた「絹姫サーモン」を 1999 年からブ

ランド魚として生産・販売しています。 

（参考） 

・日本釣振興会愛知県支部 - 愛知県お魚図鑑 (jsfaichi.org) 

・お問い合わせ | 愛知県淡水養殖漁業協同組合 (tansui.net) 

・愛知県淡水養殖漁業協同組合 | 食べる・買う | 【公式】愛知県設楽町の観光サイト「設楽町観光ナビ」 

(kankoshitara.jp/eat/detail/99/) 
 

２ 品質向上等の取組   

  主力商品である甘露煮は、焼き工程が品質の良否

を左右します。焼き工程に影響を与える要因として

は、魚種、②魚の大きさ、③時期・季節等がありま

すが、これらをオペレーターの経験と勘で管理して

焼いていましたが、歩留まりが悪い等の課題があり

ました。   

そこで 2023 年度に愛知県の補助事業を活用して

「遠赤外線上下式自動焼き機」を導入しました。「焼

き時間」「燃焼強度」の調整等が容易にできるように

なり、焼き加減が均一化され生産工程を改善するこ

とができました。     

その結果、「尾ひれ・皮の破損」等の減少といった品質面の改善ができたことに加え、

「作業時間の縮減」「燃焼ガス消費量の削減」等の生産性の向上も図ることができ、生産

量を 20％向上することができました。 

焼き工程終了の鮎 

（これから甘露煮工程へ） 
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多様化するニーズに対応する食品・食材展「プレミアム・フードショー2024」 

～ 国内外に向け、これからの食の価値を提案 ～ 

 
東京事務所行政課農産物プロモーショングループ 

 
「プレミアム・フードショー2024」（主催：プレミアム・フードショー実行委員会）が 2024

年 4 月 10 日(水)～12 日(金)の３日間、東京ビッグサイト（東京都江東区有明３丁目）で

開催されました。 

 

１ 国内市場および海外輸出の活性化、新たな需要の掘り起しに貢献 

本イベントは、ベジタリアン（ヴィーガン・プラントベース）、ハラール、グルテンフ

リー、オーガニックなど多様性をテーマにグローバルな視点で食業界の潮流を発信する

専門展示会です。生活習慣、文化、宗教、健康、安全・安心など、あらゆる食の背景を網

羅した商材・サービスのマッチングによって、国内市場および海外輸出の活性化や新た 

な需要の掘り起しを図ることを目的として開

催されました。 

会場では、計 87 の企業・団体がブースを設

けたほか、ハラールフードの展示コーナーが

設置され、入場者は３日間で計 55,214 名とな

りました（主催者発表）。また、取組意欲の高

い約 30 社のバイヤー（海外の小売・飲食店・

輸入業者、国内の宿泊施設・飲食店等）が参加

した個別商談会も連日開催されました。         

 

２ 会場内は４つのカテゴリーで構成 

  次の４つのカテゴリーが設けられ、いずれの展示ブースでも来場者が食のトレンドを

熱心に情報収集する姿がみられ、商談も盛んに行われていました。 
 

 カテゴリー名 内容 

① ベジフード EXPO 地球環境や健康志向など食への意識の高まりと共に注目さ

れている植物由来の原材料を使用しているヴィーガン・プ

ラントベースの食品・食材、関連製品・サービスを展示。 

② ハラールマーケット

フェア 

渡航再開後のムスリムインバウンド、イスラム圏を中心と

する海外輸出の拡大を目的として、ハラール認証商品、ム

スリム向け提案商品を展示。 

③ グルテンフリーコー

ナー 

EU、アメリカ、オーストラリアなどを中心に急成長を続

け、日本国内でも乳幼児・児童向けの食事を中心に取組が

拡大しているグルテンフリー対応商品を展示。 

④ オーガニックフード

EXPO 

オーガニックフードに特化した各地の生産者の商品やブラ

ンドを展示。 
 

  愛知県からは、④のカテゴリーで七福醸造(株)【有機白だし】、日東醸造(株)【足助仕

込三河しろたまり】、(株)まるや八丁味噌【有機八丁味噌】の出展がありました。 

会場の様子 
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    八丁味噌(左)、白だしと白醤油(右)    こんにゃく由来のマグロ代替品(左)・ネギトロ 

                       代替品(中央)､牛肉しぐれ煮風の大豆ミート(右) 

 

３ 専門セミナーの紹介 

  業界に向けた情報発信と需要喚起を図るため、各ジャンルの専門セミナーが連日開催

されました。今後、畜産や水産業に影響を及ぼす可能性のあるプラントベースフードの

セミナーの内容をご紹介します。プラントベースフードとは、動物性原材料ではなく、

植物由来の原材料を使用している食品のことです。大豆ミート（肉の代替品）やアーモ

ンドミルク（牛乳の代替品）等が、プラントベースフードと呼ばれる食品の一例です。 

○演題 

「プラントベースフード市場と可能性」 

一般社団法人 Plant Based Lifestyle Lab コミュニケーション委員長 齋藤 貴生氏 

                    技術・標準化委員長    村田 靖雄氏 

                    事務局          佐藤 慎哉氏 

○概要 

・民間企業約 50 社が加入する一般社団法人 Plant Based Lifestyle Lab が 2021 年 10 月

１日に設立され、プラントベースフード（以下「PBF」）の普及のために、官学と連携

しながら、PBF が当たり前のライフスタイルを根付かせる活動を行っている。 

・PBF には規格がないため、フードテック官民協議会※１の PBF 普及推進ワーキングチー

ムでは規格の検討を進めている。 

・PBF が普及しない要因としては、「栄養が少ない」、「美味しくない」、「添加物が多い」、

「価格が高い」といった意見がある。 

・アメリカでは PBF の Soy Free（大豆不使用）※２が進んでいるが、大豆をたんぱく源と

して積極的に取り入れている日本ならではの発展のさせ方があるのではないか。 
 

※１ 2020 年 10 月設立。事務局は農林水産省。協議会の目的に賛同する個人で構成され、

食品企業やスタートアップ企業、研究機関、関係省庁等を中心に約 1,300 人が参加。 

※２ 大豆アレルギー、遺伝子組み換えへの懸念、欧米では家畜飼料のイメージが強い等が

要因として挙げられる。 

 

PBF の普及は SDGs への貢献（健康と福祉、持続可能な食料生産と食品安全保証、温室効

果ガスの削減と気候変動対策）につながると考えられ、普及には様々な工夫（生産体制の

整備や消費者の意識改革等）が必要ですが、代替品ではなく、新しい価値や消費者ニーズ

に合わせた商品を提供していくことが必要と考えられます。 
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図３ ワークショップ・ 

成果報告会のチラシ 

 

 

農林水産物のインバウンド需要拡大に向けた取組について 

食育消費流通課 
 
 新型コロナウイルス感染症に伴う渡航制限が緩和されたことから、2023 年の訪日外国人

（以下、インバウンド）数は 2,500 万人を上回り、コロナ禍前の 8 割程度まで回復してき

ました。 

本県では、農業観光ルートの創出など、ポストコロナを見据えた県産農林水産物のイン

バウンド需要拡大に向けた取組を進めており、これまでに以下の取組を行いました。 

 

１ 農業観光ルートについて 

愛知県に訪れた外国人の方が、県産農林水産物や地域の魅力

を感じることができる「農業観光ルート」の創出を目指し、イ

ンバウンド受入れに積極的に取り組む事業者で構成される農

業観光ルート創出プロジェクトチームを結成し、2022年度に11

種類の「農業観光ルート」が完成しました（図１）。 

ルートの詳細については、県 Web ページで紹介しています。 

(https://www.pref.aichi.jp/soshiki/shokuiku/agri-root.html) 

※地区別ルート数：尾張３、知多１、西三河２、東三河５ 

 

２ ワークショップの開催 

2023 年度は、インバウンドにとってさらに魅力ある農

業観光を実現するため、地域事業者及び地域資源のマッ

チング支援として、ワークショップを県内各地で全５回

開催しました（図２）。 

農林漁業者、宿泊業者、観光協会、市町村（農業部署  

及び観光部署）等が参加し、多様な分野の事業者がアイ

デアを出し合い、地域資源の魅力の深掘りや連携の工夫

について検討しました。 

ワークショップ終了後には、名刺交換や具体的な

マッチング企画の検討など、参加者同士の交流が活発

に行われました。 

  

３ 成果報告会の開催 

全５回のワークショップで話し合われた内容について、 

2024 年２月 14 日に成果報告会を開催しました。 

成果報告会には 17 人が参加し、ワークショップの地域ご

との特徴的なポイントや共通の課題についての報告、今後

のインバウンド対応に向けたアドバイス等を参加者同士で

行い、さらなる農林水産物のインバウンド需要拡大となる

よう、地域間で情報共有を図りました（図３）。 

 

図１ ルートの一例 

（岡崎市・豊田市） 

図２ ワークショップの様子 
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　○　名古屋市中央卸売市場（品目：みつば）

入　荷　量 卸 売 価 格

      (ｔ)    (円/kg) （上位３産地）

2023年実績 ４６７ ４１７ ７０４ ７１５ 愛知（　８９％）

（８９％） 静岡（　　８％）

2024年見通し ４７０ － ７００ － 福岡（　　２％）

　○　東京都中央卸売市場（品目：ペコロス）

入　荷　量 卸 売 価 格

      (ｔ)    (円/kg) （上位３産地）

2023年実績 １０３ １６ ９２３ １,４０２ 北海道　　(８１％)

（１５％） 愛知　　　(１５％)

2024年見通し ９６ － ９２０ － ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ(　２％)

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

　北海道のたまねぎは、作付面積は前年並で
あったが、高温障害等の影響で出荷量は平年を
大きく下回っている。
　本県産も作付面積は前年並であるが、３～４
月の天候不順のため出荷量がまとまるのは例年
よりも遅れる見込み。愛知が主力となる５～８
月は入荷量の少ない時期であるため、堅調な相
場推移が見込まれる。
【見通し】
　入荷量：前年をかなり下回る。(△6.8％)
　価　格：前年並。(△0.3％)

　ペコロスの需要は多くが業務向けであり、北海道から
の入荷がなくなる５～８月の愛知産に対する期待は大き
く、品質の評価は非常に高い。
　愛知は夏場を担うほぼ唯一の国内産地であり、品質を
維持して安定した出荷をしてほしい。

前年主要産地
うち愛知産 愛知産

愛知産青果物の動向

　「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表す用語』に
つきましては、下記の基準で記載しております。

前年並　：±１％台以下
わずか　：±２％台以内
や　や  ：±３～５％台
かなり　：±６～15％台
大　幅  ：±１６％以上

うち愛知産 愛知産
前年主要産地

卸売市場から産地への要望・提言等概要と見通し

　県内の海部及び名古屋地域からの入荷が中心
となる。産地が数量を調整して生産しているた
め、入荷量及び価格は前年並の見込み。
　４、５月の需要の低い時期から産地では生産
の一部を他品目へ切り替えており、荷動きは８
月まで悪い見込み。
　物流の効率化のため名古屋を経由して京阪へ
出荷する県外からの荷は増える。
【見通し】
　入荷量：前年並。（0.6%）
　価　格：前年並。（△0.6%）

　夏場の高温により、変色や腐敗などが発生しやすい時
期となる。品質管理に引き続き留意願いたい。

ニュージーランド
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名古屋・東京市場における青果物の５月の見通し

４月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ３５，２４７ 215 207 218 愛知 28%

2020年 ３３，５１６ 209 214 215 茨城 9%

2021年 ３４，６８３ 246 217 224 長野 8%

2022年 ３５，３２０ 226 225 234 北海道 8%

2023年 ３２，６３４ 260 255 256 徳島 7%

５ ヵ 年 平 均 ３４，２８０ － － －

2024年見通し ３１，５００ － － －

2019年 １，７６５ 72 103 94 愛知 62%

2020年 １，４７９ 112 91 124 千葉 25%

2021年 １，７７０ 86 81 87 青森 6%

2022年 １，５６２ 96 135 124 鹿児島 5%

2023年 １，７３０ 106 98 84

５ ヵ 年 平 均 １，６６１ 94 101 101

2024年見通し １，６００ 100 100 95

2019年 ２，４０９ 129 112 101 徳島 79%

2020年 ２，４５０ 137 136 127 岐阜 16%

2021年 ２，５９２ 160 126 107 兵庫 3%

2022年 ２，２８４ 136 130 125 中国 1%

2023年 ２，２９６ 184 146 114 熊本 1%

５ ヵ 年 平 均 ２，４０６ 149 130 115

2024年見通し ２，１００ 200 150 120

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２１５

２１５

２３０

２３２

２５９

だ
　
い
　
こ
　
ん

８７

１０８

８３

１１８

９５

９７

前年主要産地（％）

２３０

２６６
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

【産地状況】
　愛知を中心に茨城などから入荷する。葉茎
菜類の一部の品目で、高温の影響により前進
出荷の産地もみられる。
【概況見通し】
　入荷量：前年をやや下回る。（△3.5%）
　価　格：前年をわずかに上回る。（2.5%）

１５０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

９８  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　愛知県産は例年５月上旬から中旬が出荷
ピークとなるが、３月の多雨により播種が進
まず、出荷が遅れる可能性がある。
【概況見通し】
　入荷量：前年をかなり下回る。(△7.5%）
　価　格：前年をやや上回る。(3.2%)

に
　
ん
　
じ
　
ん

１１１

１３３

１２８

１２９

１４４

１２９

【産地状況】
　各産地で小玉中心になる見通し。高値と見
込まれる。徳島はＧＷ明け以降ピークを迎え
る見込み。岐阜は中旬から出荷の見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をかなり下回る。(△8.5%）
　価　格：前年をやや上回る。(4.2%)

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

名古屋市中央卸売市場
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注）

４月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 １３６，３０２ 217 229 224 千葉 18%

2020年 １２７，２５９ 260 227 250 茨城 17%

2021年 １２２，６１０ 253 243 256 佐賀 6%

2022年 １１９，５９３ 272 271 275 群馬 5%

2023年 １２４，０９０ 276 255 247 愛知 5%

５ヵ年 平均 １２５，９７１ － － －

2024年見通し １２３，０００ － － －

2019年 ９，２５３ 64 102 78 千葉 77%

2020年 ７，８７２ 111 84 122 茨城 10%

2021年 ７，８９５ 89 72 83 青森 9%

2022年 ７，６３０ 104 128 115 神奈川 2%

2023年 ８，２３３ 109 92 73 福岡 1%

５ヵ年 平均 ８，１７７ 94 96 93

2024年見通し ８，２００ 95 90 85

2019年 ７，９６５ 132 119 123 徳島 61%

2020年 ７，３２３ 145 141 143 千葉 26%

2021年 ７，６９７ 171 139 124 茨城 4%

2022年 ７，７３８ 140 135 130 長崎 2%

2023年 ７，８９９ 196 157 132 埼玉 2%

５ヵ年 平均 ７，７２４ 157 138 130

2024年見通し ７，６００ 165 170 190

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。

に
　
ん
　
じ
　
ん

１２４

１４３

１４３

１３５

１６２

１４１

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　入荷量は、５月の連休明けに急増する品
目がある一方、後半にずれ込む品目もあ
り、全体量は中下旬に減る見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△0.9%)
価　格：前年並。(0.4%)

【産地状況】
　入荷先の主体は徳島、千葉となる。各産
地の生育は概ね順調。徳島は切り上がりが
早まる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△3.8%)
価　格：前年をかなり上回る。(8.0%)

９０

１７５

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

２５０

２６０
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ
　
い
　
こ
　
ん

８０

１０６

８２

１１６

９１

９４

【産地状況】
　入荷先の主体は千葉となる。気温上昇と
ともに肥大は進むが、東北産はやや生育遅
れがあり、全体量は中下旬に減る見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△0.4%)
価　格：前年並。(△1.1%)

品
目
名

　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２２３

２４６

２５１

２７３

前年主要産地（％）

２５９

 前年及び本年の

東京都中央卸売市場
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４月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ２，０７９ 67 64 69 茨城 60%

2020年 ２，０４０ 177 95 109 長野 18%

2021年 ２，０７７ 59 55 68 愛知 15%

2022年 １，８４８ 70 92 97 三重 5%

2023年 ２，０９１ 155 94 73 兵庫 2%

５ ヵ 年 平 均 ２，０２７ 106 80 83

2024年見通し ２，０００ 100 90 80

2019年 ３，０８９ 90 131 103 愛知 78%

2020年 ３，５０６ 149 127 108 茨城 18%

2021年 ３，９９４ 68 64 75 三重 1%

2022年 ３，８１０ 122 103 97 宮崎 1%

2023年 ４，２８６ 100 76 78 熊本 1%

５ ヵ 年 平 均 ３，７３７ 105 98 91

2024年見通し ３，８６０ 90 90 90

2019年 ３１６ 379 511 468 岐阜 70%

2020年 ３５１ 547 483 511 茨城 21%

2021年 ４０１ 489 446 472 愛知 5%

2022年 ２８７ 558 589 574 静岡 2%

2023年 ３３３ 601 564 527 長野 2%

５ ヵ 年 平 均 ３３８ 514 513 508

2024年見通し ３４０ 600 550 500

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

【産地概況】
　愛知、茨城の生育は良好。５月中旬以降増
加見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をかなり下回る。(△9.9%）
　価　格：前年をかなり上回る。(8.4%)

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　茨城、愛知は５月下旬から入荷減の予想。
長野は５月下旬からスタートするが、３月の
低温でやや遅れ気味。加工業務用は順調。
【概況見通し】
　入荷量：前年をやや下回る。(△4.4%）
　価　格：高値だった前年をかなり下回る。
　　　　　(14.3%)

キ
　
ャ
　
ベ
　
ツ

１０７

１２７

６７

１０５

８３

９６

９０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

は
　
く
　
さ
　
い

６６

１２６

６１

８７

１０５

８９

９０

 前年及び本年の

５５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地概況】
　岐阜は生産者の高齢化による離農等により
面積減となっているが、高温の影響で前進気
味の出荷となっており、数量は平年並とな
る。茨城は安定した出荷の見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をわずかに上回る。(2.1%）
　価　格：前年をわずかに下回る。(△2.1%)

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

４５３

５１３

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

４６７

５７５

５６２

５１１
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４月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ６，５７０ 51 47 46 茨城 92%

2020年 ６，７８７ 168 71 86 長野 6%

2021年 ６，５８３ 49 40 51 群馬 2%

2022年 ５，９２４ 63 86 73

2023年 ６，３１６ 115 75 60

５ヵ年 平均 ６，４３６ 90 63 63

2024年見通し ６，３００ 85 85 85

2019年 １７，１７５ 74 121 96 千葉 44%

2020年 １６，７７１ 156 122 112 愛知 23%

2021年 １８，１２７ 72 60 60 神奈川 17%

2022年 １７，８４２ 101 99 96 茨城 13%

2023年 １７，０７９ 103 77 75 東京 1%

５ヵ年 平均 １７，３９９ 101 95 87

2024年見通し １７，１００ 95 80 95

2019年 １，４８１ 340 399 370 茨城 39%

2020年 １，５２６ 462 379 440 群馬 39%

2021年 １，６０１ 385 347 383 栃木 7%

2022年 １，３１０ 457 498 490 埼玉 6%

2023年 １，５４４ 475 449 398 岩手 3%

５ヵ年 平均 １，４９２ 423 411 414

2024年見通し １，５００ 420 420 450

３７２

４８３

４４１

４１７

【産地状況】
　入荷先の主体は千葉、愛知等となる。こ
れまでの前進傾向が３月の気温低下で平年
並となり、入荷量は連休明けまで少ない。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.1%)
価　格：前年をかなり上回る。(7.1%)

品
目
名

　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

は
　
く
　
さ
　
い

４８

１０５

４７

７４

 前年及び本年の

４３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

４２７

キ
　
ャ
　
ベ
　
ツ

９６

１２９

８４

９４

９０

【産地状況】
　入荷先の主体は茨城、群馬となる。夏秋
産地の出荷が本格化する。各産地とも生育
順調で、入荷量は平年並となる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに下回る。(△2.8%)
価　格：前年をわずかに下回る。(△2.5%)

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

７２

８５

８５

３７０

６４

【産地状況】
　入荷先の主体は茨城となる。気温上昇と
ともに品質が良くなってきて数量もまとま
り、不足感のない出回りとなる。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△0.3%)
価　格：前年並。(0.0%)

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

 前年及び本年の

９９

 入荷量・価格の動き
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４月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ６０４ 439 402 417 大分 32%

2020年 ６０６ 475 433 484 愛知 13%

2021年 ５５７ 500 486 478 茨城 13%

2022年 ６０９ 452 477 515 中国 6%

2023年 ６３１ 466 465 459 静岡 6%

５ ヵ 年 平 均 ６０１ 466 452 470

2024年見通し ６００ 460 460 460

2019年 １，６８９ 193 201 174 長野 78%

2020年 １，７９６ 218 153 151 山梨 8%

2021年 １，８４６ 152 158 189 兵庫 6%

2022年 １，９３３ 173 200 180 茨城 5%

2023年 ２，０１０ 178 174 177 熊本 2%

５ ヵ 年 平 均 １，８５５ 182 177 174

2024年見通し １，９００ 190 180 170

2019年 ２，１０８ 205 223 216 愛知 43%

2020年 ２，１６２ 212 214 285 群馬 21%

2021年 １，８５２ 208 219 378 宮崎 12%

2022年 １，７９２ 286 267 270 高知 9%

2023年 １，７７５ 265 245 216 長野 8%

５ ヵ 年 平 均 １，９３８ 233 232 272

2024年見通し １，７５０ 280 260 240

品
目
名

１７７

４８７

４８２

４６４

４６２  前年及び本年の

４６０  入荷量・価格の動き

【産地概況】
　５月は順調な入荷の見込み。価格は５月上
旬は堅調だが、５月中旬から長野の出荷が始
まり、荷が増え相場の下落も予想される。
【概況見通し】
　入荷量：前年をやや下回る。(△5.5%）
　価　格：前年並。(1.7%)

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地概況】
　愛知は前進出荷となり、増量傾向。天候が
良ければ、各産地順調な出荷が予想される。
【概況見通し】
　入荷量：前年をやや下回る。(△4.9%）
　価　格：前年並。(△0.9%)

レ
　
　
タ
　
　
ス

１８８

１７２

１６５

１８３

１７７

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地概況】
　各産地作柄は良好。冬春ものの樹の生育が
悪く、下級品が多くなる予想。群馬、長野の
春きゅうりは平年並の出荷見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年並。(△1.4%）
　価　格：前年をかなり上回る。(7.4%)

２４４

 前年及び本年の

１８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

２７４

２４２

 前年及び本年の

２６０
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４６３
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４月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ４，２３４ 431 375 412 茨城 49%

2020年 ４，１１５ 430 424 481 千葉 21%

2021年 ４，２４４ 499 438 424 埼玉 8%

2022年 ４，１０５ 370 410 438 栃木 6%

2023年 ４，０５２ 489 471 447 福岡 3%

５ヵ年 平均 ４，１５０ 444 424 440

2024年見通し ４，１００ 440 420 400

2019年 ７，６０２ 163 175 147 長野 44%

2020年 ６，６７９ 200 131 141 群馬 27%

2021年 ６，１１２ 153 153 192 茨城 20%

2022年 ６，６０４ 158 183 162 山梨 3%

2023年 ７，１８２ 168 148 155 栃木 1%

５ヵ年 平均 ６，８３６ 169 158 158

2024年見通し ７，１００ 160 120 140

2019年 ８，４６０ 209 231 204 埼玉 27%

2020年 ８，２２９ 312 212 204 群馬 26%

2021年 ７，６３３ 213 218 353 宮崎 12%

2022年 ７，５９１ 282 252 261 茨城 9%

2023年 ８，０１９ 257 235 217 千葉 9%

５ヵ年 平均 ７，９８６ 255 229 246

2024年見通し ８，０００ 250 280 280

２１５

２４６

２５７

１６６

１６７

１５７

４５１

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ
　
う
　
り

２６５

２３７

レ
　
　
タ
　
　
ス

１６０

１４０

　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

１５６

４０６

４４８

 前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

２４３

【産地状況】
　入荷先の主体は埼玉、群馬、宮崎とな
る。入荷量は連休明けに増え、天候不順が
なければ平年並の出回りとなる。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△0.2%)
価　格：前年をかなり上回る。(13.9%)

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１６１

【産地状況】
　入荷先の主体は長野、群馬、茨城とな
る。生育ペースは平年並で、入荷量は連休
後にピークとなる。茨城産は下旬に終了。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△1.1%)
価　格：前年をかなり下回る。(△10.8%)

４２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　入荷先の主体は茨城、千葉となる。各産
地とも生育順調で、太物中心の入荷が見込
まれる。連休明けは夏ねぎが増量する。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(1.2%)
価　格：前年をかなり下回る。(△10.4%)

 前年及び本年の

４４９

４６９

４４４

品
目
名

 前年及び本年の
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４月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 １，１６５ 332 317 306 熊本 43%

2020年 １，１４９ 361 328 312 愛知 33%

2021年 １，０３５ 351 337 355 宮崎 21%

2022年 ８５６ 338 348 355 高知 3%

2023年 ９４９ 373 378 352

５ ヵ 年 平 均 １，０３１ 351 340 334

2024年見通し １，０００ 350 340 330

2019年 １，９８０ 219 213 204 熊本 49%

2020年 １，８８４ 276 212 205 愛知 22%

2021年 ２，０１３ 275 255 230 三重 17%

2022年 １，６６２ 249 272 269 岐阜 12%

2023年 １，６８３ 301 295 269

５ ヵ 年 平 均 １，８４４ 263 248 233

2024年見通し １，７００ 290 270 280

2019年 ８３２ 461 437 418 熊本 70%

2020年 ８４２ 500 407 379 愛知 24%

2021年 ８０５ 523 504 495 和歌山 4%

2022年 ８３８ 473 440 475 宮崎 2%

2023年 ８０３ 522 515 445

５ ヵ 年 平 均 ８２４ 495 460 442

2024年見通し ８００ 550 500 450

な
　
　
　
　
す

３１５

３３１

３４７

３４７

３６７

３４０  前年及び本年の

３４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地概況】
　各産地ともに４月の出荷量が少なかったた
め、５月に出荷量の増量を見込んでいる。
【概況見通し】
　入荷量：前年よりやや上回る。(5.4%）
　価　格：前年をかなり下回る。(△7.4%)

ト
　
　
マ
　
　
ト

２１０

２２８

２５０

２６２

２８６

２４６  前年及び本年の

２７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地概況】
　ＧＷ明けに出荷ピークをむかえ、５月下旬
以降は減少見込み。気温が高い予報のため、
引き合いは順調な見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年並。(1.0%）
　価　格：高値だった前年をやや下回る。
　　　　　(△5.6%)

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

４３９

４２３

５０７

４６２

４９３

４６４  前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地概況】
　各産地ピークをむかえ、入荷順調。中旬か
ら小玉傾向、下旬から品質低下が見込まれ、
相場は平年並と予想される。
【概況見通し】
　入荷量：前年並。(△0.4%）
　価　格：前年並。(1.4%)

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名
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４月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ４，８１３ 347 340 336 高知 45%

2020年 ４，６０６ 406 364 357 福岡 16%

2021年 ４，１７９ 398 366 415 群馬 14%

2022年 ４，０３８ 409 416 396 熊本 7%

2023年 ４，１４８ 399 383 352 宮崎 4%

５ヵ年 平均 ４，３５７ 392 374 371

2024年見通し ４，１００ 370 420 380

2019年 １０，０１９ 247 250 242 熊本 29%

2020年 ９，１５９ 336 234 247 栃木 24%

2021年 ９，０９７ 311 288 255 愛知 12%

2022年 ８，２２２ 307 320 318 茨城 7%

2023年 ７，８４０ 351 341 296 千葉 7%

５ヵ年 平均 ８，８６７ 308 284 269

2024年見通し ７，９００ 310 310 310

2019年 ２，８５４ 439 393 392 熊本 46%

2020年 ２，７６９ 488 375 344 愛知 18%

2021年 ２，７３３ 485 469 470 千葉 9%

2022年 ２，５６５ 482 459 502 宮崎 8%

2023年 ２，５８４ 545 533 476 静岡 7%

５ヵ年 平均 ２，７０１ 487 444 435

2024年見通し ２，６００ 490 480 470

【産地状況】
　入荷先の主体は熊本、愛知となる。生育
は概ね順調。５月は入荷量がピークとな
り、潤沢な出回りが見込まれる。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.6%)
価　格：前年をかなり下回る。(△7.3%)

前年主要産地（％）　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

 前年及び本年の

４８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

４０７

３９７

４７４

４８１

５１８

４５４

３１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ト
　
　
マ
　
　
ト

２４６

２６８

２８３

３１６

２８６

 前年及び本年の

３９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

【産地状況】
　入荷先の主体は熊本、栃木、愛知とな
る。生育に大きな問題はなく、入荷量は上
中旬に増量し、安定した出回りとなる。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.8%)
価　格：前年をやや下回る。(△5.5%)

な
　
　
　
　
す

３４１

３７４

３９３

３９８

３７７

３７５

【産地状況】
　入荷先の主体は高知、福岡、群馬とな
る。出荷の増減は天候次第だが、４月に比
べて入荷量は増えると見込まれる。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△1.2%)
価　格：前年をやや上回る。(3.4%)
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４月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ７３３ 271 225 284 鹿児島 40%

2020年 ８０４ 566 385 345 宮崎 23%

2021年 ７８１ 392 342 327 茨城 23%

2022年 ６５２ 423 415 449 高知 14%

2023年 ６７２ 505 452 397

５ ヵ 年 平 均 ７２８ 432 361 357

2024年見通し ６６０ 500 450 390

2019年 ３，２７４ 145 132 122 長崎 46%

2020年 ３，００３ 189 220 257 鹿児島 43%

2021年 ３，０５２ 292 290 264 静岡 5%

2022年 ３，２５５ 200 153 144 北海道 4%

2023年 ３，１２８ 172 155 157 熊本 3%

５ ヵ 年 平 均 ３，１４２ 199 188 187

2024年見通し ３，２００ 170 160 150

2019年 ４，９２０ 87 77 74 愛知 48%

2020年 ５，７９２ 59 47 55 北海道 43%

2021年 ５，５７９ 76 80 85 兵庫 5%

2022年 ４，４７９ 244 217 211 熊本 2%

2023年 ５，０７３ 96 82 96 ニュージーランド 1%

５ ヵ 年 平 均 ５，１６８ 107 96 100

2024年見通し ５，０００ 120 100 100

ピ
　
ー
　
マ
　
ン

２４４

４２８

３４２

４１９

４３３

３７２  前年及び本年の

４４６  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地概況】
　冬春産地は生育が良くないが、ＧＷにピー
クをむかえる見込み。春作の茨城は生育順調
で、安定的な入荷が見込まれる。
【概況見通し】
　入荷量：前年並。（△1.8%）
　価　格：高値だった前年をやや上回る。
　　　　（3.0%）

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１３３

２２３

２８２

１６４

１６３

１９２  前年及び本年の

１６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地概況】
　長崎、鹿児島の生育順調。集荷のピークは
鹿児島はＧＷ前後、長崎はＧＷ以降の見込
み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をわずかに上回る。（2.3%）
　価　格：前年並。（△1.8%）

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

７８

５３

８０

２２１

８９

１００  前年及び本年の

１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地概況】
　愛知は平年並の生育状況でＧＷ明けピーク
をむかえ、2L、L中心の見込み。北海道はほぼ
終了し、契約販売のみの入荷となる。
【概況見通し】
　入荷量：前年並。（△1.4%）
　価　格：前年をかなり上回る。（12.4%）

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場

0

200

400

600

800

1,000

0

200

400

600

800

1,000

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

単価

円/Kg
数量

t

月

0

100

200

300

400

500

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

単価

円/Kg
数量

t

月

0

50

100

150

200

250

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

単価

円/Kg
数量

t

月

18



４月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ２，８０２ 332 290 332 茨城 62%

2020年 ２，８０２ 607 424 433 宮崎 21%

2021年 ２，６４６ 432 382 375 高知 11%

2022年 ２，４８５ 472 443 509 鹿児島 5%

2023年 ２，９９６ 522 463 400

５ヵ年 平均 ２，７４６ 474 401 408

2024年見通し ２，９００ 490 460 490

2019年 ９，６５８ 143 132 122 長崎 46%

2020年 ８，３７５ 187 228 272 鹿児島 38%

2021年 ８，７５４ 300 292 270 静岡 5%

2022年 ８，９２０ 212 158 142 北海道 5%

2023年 ９，６３１ 159 160 157 熊本 5%

５ヵ年 平均 ９，０６８ 198 192 190

2024年見通し ９，６００ 190 150 140

2019年 １４，４８１ 98 85 80 佐賀 55%

2020年 １３，３４８ 42 40 60 北海道 23%

2021年 ９，９７３ 94 103 107 兵庫 11%

2022年 ９，９２２ 250 246 272 千葉 3%

2023年 １２，１５１ 102 100 98

５ヵ年 平均 １１，９７５ 111 108 116

2024年見通し １１，０００ 110 110 95

【産地状況】
　入荷先の主体は佐賀、北海道、兵庫とな
る。北海道は昨年よりも減少が早い。佐
賀、兵庫は４月に雨が多く大玉傾向。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり下回る。(△9.5%)
価　格：前年をやや上回る。(5.0%)

品
目
名

　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

４８０

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

８７

４７

１０１

２５７

１００

１１１

１０５

２８７

１６４

１５８

１９２

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１６０

【産地状況】
　入荷先の主体は長崎、鹿児島となる。長
崎は４月に天候不順で出荷が進まなかった
が、５月は大きく増量する見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△0.3%)
価　格：前年並。(1.3%)

ピ
　
ー
　
マ
　
ン

３１８

４８６

３９６

４７５

４６４

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１３２

２３２

４２８

【産地状況】
　入荷先の主体は茨城、宮崎、高知とな
る。一部の産地は曇雨天の影響で出荷は鈍
いが、入荷量は連休後にピークとなる。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△3.2%)
価　格：前年をやや上回る。(3.4%)

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

名古屋市中央卸売市場東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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４月１６日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ７，１００ 442 429 405 フィリピン 27%
2020年 ６，４１９ 450 427 424 熊本 26%
2021年 ６，１２６ 462 436 443 青森 12%
2022年 ６，５３１ 433 450 441 愛知 11%
2023年 ７，２３４ 468 447 461 ニュージーランド 7%

５ ヵ 年 平 均 ６，６８２ － － －

2024年見通し ６，７００ － － －

2019年 ８２９ 537 447 396 熊本 80%
2020年 ８３５ 488 445 388 愛知 12%
2021年 ７２５ 531 511 429 茨城 5%
2022年 ７４２ 579 526 496 鹿児島 2%
2023年 ７２０ 579 531 494 長崎 1%

５ ヵ 年 平 均 ７７０ 541 490 438

2024年見通し ７００ 570 530 500

2019年 １，５１８ 293 269 246 熊本 79%
2020年 １，４３１ 241 270 266 愛知 18%
2021年 １，０８３ 304 306 258 和歌山 2%
2022年 １，３７０ 352 331 288 沖縄 1%
2023年 １，２９７ 347 327 288

５ ヵ 年 平 均 １，３４０ 306 299 269

2024年見通し １，２６０ 340 320 280

 前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地概況】
　熊本を中心に愛知などからも入荷する。愛
知は作付が減少する見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をわずかに下回る。
　　　　（△2.9%）
　価　格：前年並。（0.6%）

す
　
い
　
か

２６５
２６４
２７１
３１９
３１８

２８７

 前年及び本年の

５３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　

【産地概況】
　熊本のアンデス、クインシー、タカミ中
心。愛知はイエローキングの入荷となる。茨
城は熊本の入荷状況で増減する。
【概況見通し】
　入荷量：前年をわずかに下回る。
　　　　（△2.8%）
　価　格：前年並。（0%）

そ
の
他
メ
ロ
ン
（

ア
ー

ル
ス
メ
ロ
ン
以
外
）

４４６
４２９
４８４
５２６
５３０

４８１

 前年及び本年の

４６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地概況】
　すいか、りんご、メロン、いちごを中心に
入荷する。りんごは有袋ふじ産地の入荷が少
なく、荷動き悪い予想。いちごは九州産の終
了が早い見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をかなり下回る。（△7.4%）
　価　格：前年をわずかに上回る。（2.9%）

果
　
　
実
　
　
計

４１７
４２６
４４１
４２８
４４７

４３２

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

名古 屋市中央卸 売市場名古 屋市中央卸 売市場
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４月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2019年 ２６，３６６ 468 444 410 熊本 25%
2020年 ２３，７０８ 491 476 457 青森 16%
2021年 ２５，５５４ 479 463 425 茨城 14%
2022年 ２２，４７５ 549 508 489 栃木 7%
2023年 ２２，９２８ 558 527 510 フィリピン 7%

５ ヵ 年 平 均 ２４，２０６ － － －

2024 年 見 通 し ２２，５００ － － －

2019年 ２，８４６ 542 467 425 茨城 67%
2020年 ２，７７９ 478 443 413 熊本 28%
2021年 ３，２２９ 531 484 414 愛知 1%
2022年 ２，６５２ 606 554 497 ホンジュラス 1%
2023年 ２，９４５ 623 550 479

５ ヵ 年 平 均 ２，８９０ 559 507 449

2024 年 見 通 し ２，９００ 620 550 480

2018年 ６，８０６ 316 286 262 熊本 61%
2019年 ５，９４２ 259 289 288 千葉 20%
2020年 ６，８６０ 319 314 270 茨城 13%
2021年 ６，１８７ 363 337 307 群馬 4%
2023年 ６，３７９ 356 343 302 和歌山 1%

５ ヵ 年 平 均 ６，４３５ 323 314 285

2024 年 見 通 し ６，０００ 360 345 305

３３２

３０４  前年及び本年の

３３７  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　熊本を中心に入荷する。天候不順の影響によ
り、各産地の生育に遅れが見られ、入荷量は前
年を下回る見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をやや下回る。（△5.9%）
　価　格：前年並。（1.5%）

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 

【産地状況】
　茨城、熊本を中心に入荷する。各産地は小玉
傾向で推移し、入荷量は平年並を見込む。
【概況見通し】
　入荷量：前年並。（△1.5%）
　価　格：前年並。（△2.0%）

す
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２８１
２７９
２９７
３３０

そ
の
他
メ
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ン
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以
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）

４６５
４４３
４８１
５６１
５６１

５０１  前年及び本年の

５５０

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　熊本、茨城などから、すいか、メロンを中心
に入荷する。ハウスぶどうの入荷が各産地で始
まり、平年並の出荷を見込む。
【概況見通し】
　入荷量：前年並。（△1.9%）
　価　格：前年並。（0.6%）

果
　
　
実
　
　
計

４３８
４７４
４５４
５１３
５３２

４８０  前年及び本年の

５３５

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）
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切　花　・　鉢　花　の　５　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　５月１日現在）

2019年 １，７３０ ３５
実 2020年 １，１２３ ４０

2021年 １，３８３ ２６
績 2022年 １，０４４ ６９

2023年 １，３４３ ４１

１，３２５ ４０

１，３００ ４３

概
　
要

2019年 １，０５０ ２６
実 2020年 ９９７ ２６

2021年 ８３６ ２０
績 2022年 ８１１ ４４

2023年 ８１３ ２５

９０１ ２８

８００ ２８

概
　
要

2019年 １，６００ ４３
実 2020年 １，４１０ ４７

2021年 １，４４３ ４４
績 2022年 １，４１８ ５３

2023年 １，５４７ ５４

１，４８４ ４８

１，５００ ５０

概
　
要

2019年 ２３０ ６５
実 2020年 １７８ ５９

2021年 １８３ ８１
績 2022年 ２２１ ７６

2023年 ２５０ ７４

２１２ ７１

２２０ ７５

概
　
要

2024年見通し

　高知、和歌山、熊本から入荷。４月の前進傾向を受け、上旬は少ない見込み。母の日以
降は緩やかに減少していく。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　沖縄、愛知からの入荷。上旬は母の日の需要で動きは活発な見込み。中旬からは夏品種
に切り替わってくる。愛知産は上旬は施設物なので少なめ、中旬以降は露地物の出荷も始
まるが、量的には少ない。

５ヵ年平均

2024年見通し

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　愛知、輸入を中心に入荷。国産は母の日需要に向け順調。輸入は前年並だが、複色系の
変わった色目は品薄予想。

５ヵ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く 　愛知中心の入荷。上旬は母の日需要もあり、Ｍ、Ｓ中心に引き合いは強い見込み。中旬

以降は品種の切り替わりが始まり、入荷量も増加してくる。出荷が落ち着くまでは苦しい
販売もありそう。

　　　　区分
実績等

５ヵ年平均

2024年見通し

５ヵ年平均

2024年見通し

単位：千本、円／本
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2019年 ３００ １４０
実 2020年 ２６６ １１４

2021年 ２５０ １４８
績 2022年 ２３７ １６８

2023年 ２６０ １５８

２６３ １４５

２６０ １５５

概
　
要

2019年 ３５０ ８０
実 2020年 ２１２ ９２

2021年 ２７２ ８６
績 2022年 ２６３ １１６

2023年 ２５２ １０１

２７０ ９４

２５０ １００

概
　
要

2019年 ９６０ ７２
実 2020年 ６１６ ６９

2021年 ７４０ ７８
績 2022年 ８５５ ８９

2023年 ８９５ ８１

８１３ ７８

８５０ ８５

概
　
要

2019年 １，４００ ４７
実 2020年 ９２４ ５３

2021年 １，０９７ ５６
績 2022年 １，２０９ ６４

2023年 １，２０４ ６４

１，１６７ ５７

１，１８０ ６０

概
　
要

2024年見通し

　スモークツリーが始まり、ドウダンなど山取品の引き合いは例年以上に強い。上旬のイ
ベント、端午の節句の花ショウブは例年より少なく、高単価。香ショウブは順調に出荷が
あり、姫リョウブなども増加する。中旬からはケイトウなどの出荷も始まる予定。気温も
上がり、花持ちが悪くなる時期となる。

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2024年見通し

　愛知、鹿児島、静岡、徳島などの国産及び輸入品が入荷する。コチョウランは台湾産に
加え、中国産の入荷も見込む。カトレアはピークを越え、微減。デンファレはアンナと白
が減少し、ソニア中心となる。オンシジウムはＧＷで通関等のみだれから入荷不安定。シ
ンピジウムは国産は徐々に終了し、輸入待ち。

ば
　
　
　
　
　
ら

５ヵ年平均

2024年見通し

　愛知、岐阜、三重を中心に長野、山形の高冷地も入荷する。中旬には母の日需要、下旬
にかけてはローズの日とイベントが続く。暖冬気味だったこともあり、多少前進傾向。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヵ年平均

2024年見通し

　高知、宮崎、埼玉、新潟中心の入荷。宮崎産が前年より多くなる予想であるが、他県は
前年並の入荷の見込み。

枝
　
　
も
　
　
の

５ヵ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　４月２４日現在）

2019年 ２１，４８９ ７２０

実 2020年 ２０，５８７ ６４８

2021年 ２０，４０２ ８１３

績 2022年 ２５，１０９ ６８８

2023年 ３３，７０８ ７００

２４，２５９ ７１１

２９，５００ ７２０

概
　
要

2019年 ４８，０１３ ２，４４８

実 2020年 ２８，６２５ ２，３６４

2021年 ２８，３６５ ３，４１２

績 2022年 ３８，０５３ ２，５７０

2023年 ４０，１１４ ３，１５７

３６，６３４ ２，７６５

４０，０００ ３，１５０

概
　
要

2019年 ７５，２９０ ３１２

実 2020年 ７０，１９３ ２６５

2021年 ６７，３１３ ３０２

績 2022年 ７０，１９０ ２８４

2023年 ７３，７１６ ３０６

７１，３４０ ２９４

７３，０００ ３０８

概
　
要

フ
　
ァ
　
レ
　
ノ
　
プ
　
シ
　
ス

品
目

カ
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
ー

　入荷量は前年よりかなり少ない。５号鉢主体の出荷は例年と変わらないが、近年４号
鉢以下の出荷が増え始めている。母の日需要の高まる上旬に出荷のピークを迎え、中旬
以降の出荷量は大幅に減少する。発色良く花立ちの良いピンク・黄色が人気を集め、母
の日の５月上旬が最も引き合いが強くなる見込み。
　前年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースでのシェアで１位長野（44.0%）、２位埼
玉（16.3%）、３位新潟（11.4%）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヵ年平均

2024年見通し

５ヵ年平均

2024年見通し

バ
 
ラ
 
及
び
 
ミ
 
ニ
 
バ
 
ラ

　入荷量は前年並。前年同様に母の日が遅い年回りなので、中旬まで需要が継続し中値
安定が見込まれる。５号以下の小鉢中心の動きになる。３月の低温・低日照の影響で生
育遅れが一部発生している。一気に気温が上がる時期なので咲き前と水管理に注意した
出荷をお願いしたい。
　前年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（45.7％）、２位岐
阜（41.3％）、３位新潟（4.2％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は前年並。人件費、資材等の生産コストが上がったことにより生産量が減って
いる。ミディーは母の日などの物日でも単価の伸び悩みがあり、出荷量は減る見込み。
母の日定番のミディー２Ｆは少ない見込み。
　前年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（55.5％）、２位熊
本（10.5％）、３位静岡（6.4％）となっている。

５ヵ年平均

2024年見通し

単位：鉢、円／鉢
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2019年 ２８０，０５９ ８７２

実 2020年 ２３１，３１０ ８１６

2021年 ２３４，９３４ ９５８

績 2022年 ２４６，５４２ ９４７

2023年 ３３９，４９９ ９４７

２６６，４６９ ９１０

３３８，０００ １，００６

概
　
要

2019年 １８，７７９ ２９１

実 2020年 １７，５９２ ３１１

2021年 １６，２１７ ３４４

績 2022年 １３，９８１ ４２８

2023年 １３，５６１ ３２５

１６，０２６ ３３６

１４，０００ ３３０

概
　
要

2019年 ３６３，００９ ４４３

実 2020年 ２１５，５６２ ５０２

2021年 ２３７，３６６ ５４８

績 2022年 ２６０，１０９ ５４１

2023年 ４０６，４７４ ５３４

２９６，５０４ ５１１

４０５，０００ ５３１

概
　
要

ハ
　
イ
　
ド
　
ラ
　
ン
　
ジ
　
ア

５ヵ年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

2024年見通し

　入荷量は前年をやや上回る。４号から６号といった鉢物より、ポットものが中心の出
荷が見込まれる。単価は前年並。
　前年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位三重（48.9％）、２位愛
知（25.0％）、３位静岡（14.8％）となっている。

2024年見通し

　入荷量は前年並。母の日が前年より２日早い分、前倒し出荷が増えると予想され、５
月上旬までは前年より微減の見込み。今年は生産ロスが多い情報もあり、母の日以降の
下旬に向けての入荷状況は減少の見込み。５号中心の取り扱いが多く、近年の新品種も
褐色系の玉アジサイ・額アジサイと八重系の品種は引き合いが強い。多品種小ロット生
産がより一層増えており、前年以上に小鉢の生産も増えてきている。相場は前年より厳
しい予想である。
　前年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（54.3％）、２位群
馬（12.6％）、３位埼玉（8.8％）となっている。

卸売価格

2024年見通し

　入荷量は前年並。前年同様に母の日が遅く、なおかつ、２月の天候が良かったため、
抑え気味の管理で調整していたが、３月の天候不順でやや生育遅れを懸念する物も見受
けられる。事前販売もここ数年より苦戦しており、生産・販売ともに苦労しそう。
　前年５月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（56.3％）、２位群
馬（22.6％）、３位福島（4.1％）となっている。

カ
　
ー
　
ネ
　
ー
　
シ
　
ョ
　
ン

５ヵ年平均

ス
 
パ
 
テ
 
ィ
 
フ
 
ィ
 
ラ
 
ム

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

単位：鉢、円／鉢
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あいち農産物生産流通レポート №611

２０２４年５月発行 

農業水産局農政部食育消費流通課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


